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１．研究計画の概要 
本研究では環境保全に不可欠なバイオプロセ

スのメカニズムに数学的側面からアプローチ

するためにモデルの提案と解析法の確立及び

数値的な解析手法の開発を行い，その結果に

よりバイオプロセスの有効な活用の促進に貢

献する。生分解に関して得られたモデリング

や解析手法を含む数学的研究結果を，生分解

だけでなく生合成もカバーするバイオプロセ

スのメカニズムの数学的研究に拡張する。微

生物によるポリマー解重合に関して得られた

数学的結果を，水域の自然浄化作用の数学的

研究に発展させることも目標とする。これま

で行なってきた微生物によるポリマー解重合

の数学的研究と水域の流れの有限要素解析で

得られた研究結果を基に，水質に関する数学

モデルとその数値的な解析手法に関する研究

を行なう。それによって水域における自然浄

化のバイオプロセスのメカニズムを数学的に

解析する方法を開発し，解析結果を提示する

ことを目標とする。 

 

２．研究の進捗状況 
微生物によるポリマー解重合プロセスに関す

る研究の結果が論文として刊行され，研究集

会で発表された。また鳥インフルエンザに関

する研究も行った。養鶏場内で発生する鳥イ

ンフルエンザに関するモデルに基づき鳥イン

フルエンザの蔓延を抑制する対策に関する結

果を導いた。鳥インフルエンザに関する研究

の結果も論文として刊行され，また研究集会

で発表された。 

３．現在までの達成度 
① 当初の計画以上に進展している。 
微生物によるポリマー解重合に関する研究

結果が得られたばかりか，当初研究目標には

含まれていなかった鳥インフルエンザに関

する研究にも着手し，研究結果も得られた。 
 
４．今後の研究の推進方策 

今後も研究計画の概要に示した目標に向け研

究を推進する。また更なる結果を得ることを

目標として鳥インフルエンザに関する研究も

推進する。 

 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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